
─125─

ドラヴィダ諸語の学習のための辞書サイトの作成

箕　原　辰　夫

１．はじめに

中部インドから南インドにかけては，ドラヴィダ諸語（Dravidian Languages）［1, 2］と
呼ばれるタミル語を中心とした文法構造を持つ一連の言語が公用語としても用いられて
いる。その主要な言語は，タミル語（Tamil），マラヤーラム語（Malayalam），カンナダ語

（Kannada），テルグ語（Telugu）の４つの言語である。それぞれの言語の話者数は，タミル
語が約7400万人，マラヤーラム語が約3600万人，カンナダ語が約3500万人，テルグ語が
約7000万人になっており，合わせて２億人を超える話者がこのドラヴィダ諸語を母国語
としている［3, 4, 5］。それぞれの言語が話されている地図を図１に示した。

図１　ドラヴィダ諸語が公用語として話されている州（1）

しかしながら，2013年に科学研究費を用いて現地に赴いたところ，一般市民の母国語へ
の関心はそれほど高いようには思えなかった。一般の書店では，ドラヴィダ諸語に関して
の書籍やドラヴィダ諸語で書かれた書籍などはほとんど販売されていない。書籍のほとん
どは，英語で記述されたものであり，その内容も情報技術に関してのものが多かった。こ
れは，南インドの地域においても，経済的な自活を得るためには，情報技術を習得し，英語
でコミュニケーションできる能力が必要とされることを反映したものではないかと推察
される。そのため，自分の母国語に関しての関心や研究は，それ比べれば相対的に価値が

（1）  原図は，https://en.wikipedia.org/wiki/Dravidian_languagesより引用し，切取り加工
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小さいものと見なされているのではないだろうか。今後，ある程度南インドの人々の暮ら
しが豊かになれば，そのような人文的な方向にも一般の人々の関心が向けられるであろう
が，現段階では，他国の人々が英語で書いた文献の方が，ドラヴィダ諸語の足掛かりにな
るという状態に陥っている。もちろん，南インドの大学の中においては，ドラヴィダ諸語
の研究もなされており，成果も出ているが，特に訪れた中ではマラヤーラム語やカンナダ
語に関しては，タミル語から派生して作られた言語でもあり，その歴史もタミル語に比べ
れば浅いのであるが，自分たちの話す言語よりも別の部分に人々の関心が向けられている
のを感じた。

ドラヴィダ諸語においては，圧倒的な歴史を誇るのはタミル語であり，タミル語の古い
文献は6世紀に遡ることができる。図２に示すように，タミル語から早い段階でテルグ語
が派生してできており，早い段階での分離のために，タミル語よりもヒンディー語（Hindi）
の影響の方を大きく受けている。また，テルグ語は南中東部のアーンドラ・プラデーシュ
州およびテランガーナ州（2014年に分離され，両州ともにハイデラバードを州都とする）
で話されており，南端のタミル・ナードゥ州やケーララ州とは異なる文化圏に入るのでは
ないかと考えられる。2013年に訪れたときには，ハイデラバードには行けなかったことも
あり，今回の研究ではテルグ語は除外することにした。ドラヴィダ諸語でもタミル語・マ
ラヤーラム語・カンナダ語は，南部ドラヴィダ語族（2）として分類されており，３つの言語
を扱うのは分類上でも１つにまとまっている。図２に示すように，（3）マラヤーラム語とカン

（2）  日本語Wikipediaにおいては，Dravidian Languagesを「ドラヴィダ語族」，South Dravidian Languagesを「南
部ドラヴィダ語派」と訳しているが，本稿ではそれぞれ「ドラヴィダ諸語」および「南部ドラヴィダ語族」と訳
することにする。

（3）  参考文献[3]を参照して作成、北部・中央部に関しては各言語名を省略

図２　ドラヴィダ諸語の系譜と派生（3）
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ナダ語が派生分離したのはかなり遅くなっている。そのために，文法や基本語彙の発音に
ついては，タミル語と似通っている部分もある。しかしながら，両言語はサンスクリット
やイスラム教からアラビア語などの影響を色濃く受けており，その部分の語彙や発音も重
要な言語形成の一部を担っている。

北インドでの公用語であるヒンディー語と比べて，ドラヴィダ諸語やその代表である
タミル語は日本人には馴染みが薄い。また，日本語でのタミル語の教科書と呼べるものも
限られている。マラヤーラム語やカンナダ語に関しては，絶版のものがほとんどで皆無と
言ってよい状況にある。故大野晋氏が，タミル語と日本語との関係に関する主張，すなわ
ち日本語や琉球言語の祖語あるいはクレオール祖語としてタミル語が該当するのではない
かという主張をしたため，その主張を検証する本が大野氏の著作として何冊か出されてい
るが，却ってそのことによって，タミル語そのものに関しての教科書が出せない状況が続
いたという観測もあり，通常のタミル語や南部ドラヴィダ語族を学ぶ機会が喪失されてき
たのではないだろうか。

日本のインドのイメージは北インドのものがほとんどであり，南インドのドラヴィダ語
族に属するいずれかの語を話す素朴なインド人とより深く交流することによってインド
人のイメージが変わる可能性もある。実際に訪問してみて，南インドのインフラストラク
チャは，あまり良いと言える状態ではなく，これから発展する途上にあるが，北インドの
ように階層化と貧富の差は激しくなく，ある程度緩やかな格差状態であるように見受けら
れた。南インドの人々を支援することが今後の日本にとって良い相互作用を齎すものと考
えている。

学習者は，文字も学ばなければならないが，ドラヴィダ諸語の辞書や英語で書かれた教
科書は，原典とされるドラヴィダ諸語語源辞典［1］と同様にローマ字およびいくつかの拡張
されたローマ字だけで記述されているものもある。文字を習う手間を省略するためのもの
と思われるが，辞書の形態としては，それぞれの文字と拡張されたローマ字の両者を併記
する形で行なうべきであるし，また学習書としても両者を併記する形で行なった方が，読
む分量は多くなってしまうが，文字への抵抗が少なくなると思われるので，両者併記の形
とした。

文法的な典拠は，ドラヴィダ諸語に書かれた参考書［2, 3, 4, 5］に則り，各言語についてもタ
ミル語［6］，マラヤーラム語［7］，およびカンナダ語［8］の参考書を参照した。加えて，タミル語
については，口語タミル語と文語タミル語で発音などの違いがあるので，これについても
タミル口語について書かれたテキスト［9］を参考にした。

２．ドラヴィダ諸語の音節文字と系譜

ドラヴィダ諸語の中では最古の歴史を持つタミル語の文字であるタミル文字（Tamil 
script）は，「紀元4 ～ 5世紀に北インドで用いられたブラーフミー文字（Brahmi script）を
その源とする。また同様に南インドでサンスクリットを表記するため歴史的に用いられ
てきたグランタ文字（Grantha script）と並行的に発展進化してきたという経緯があり，両
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者には非常に多くの共通点がある。」（4）という指摘があるように，南部ドラヴィダ語族で
は５世紀頃に成立したグランタ文字を共通の祖先としている。ブラーフミー文字を起源
として持つのは，北部インドで用いられているヒンディー語のディーバナーガリー文字

（Devanagari script）と同様である。このグランタ文字からタミル文字が８世紀頃に，マラ
ヤーラム文字（Malayalam script）が１１～１２世紀頃に派生している。ただし，グランタ
文字そのものは使用されなくなっている。カンナダ文字（Kannada script）に関しては，ブ
ラーフミー文字が，インド中南部のデカン高原で自体が変化して５世紀頃にカダンパ文字

（Kadamba script）ができ，これが筆記用具の変化により曲線化していき，テルグ・カンナ
ダ文字（原カンナダ文字：Old Kanarese script）が９世紀頃に成立したとされている。言
語と同様に文字もカンナダ文字やマラヤーラム文字では，北方のサンスクリットの影響を
色濃く受けている。

図３　ドラヴィダ諸語の文字の系譜（5）

ブラーフミー文字を祖とするインドの文字は，アブギダ文字（abugida）という分類に入
る。これは，子音を中心とする文字体系で，母音記号を子音のまわりに配置するというも
のである。ハングル文字のように，子音記号と母音記号が対等に組み合わされる文字であ
れば，音節文字（syllabary）と呼ばれるが，アブギダ文字についても１つの文字が表わすの
は音節であり，音素である子音そのものを表わす場合には特別な記号が用いられる。

以下の２つの表は，タミル文字・マラヤーラム文字・カンナダ文字の母音の独立形とカ
行（子音のkで始まる行）の音節文字を記したものである。長音については，アッパーバー
の形で表わした。母音はaからoの５音に，各母音の長音，そして二重母音のai, auであわ

（4）  Wikipedia「タミル文字」より（https://ja.wikipedia.org/wiki/タミル文字）
（5） ancientscripts.comのSouth Asian writing systemsを参照http://www.ancientscripts.com/sa_ws.html
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せて12の母音が使われている。これらの文字の形から考えるとタミル文字とマラヤーラ
ム文字が似ているのがわかる。また，ここには掲載していないが，原カンナダ文字から派
生したテルグ文字とカンナダ文字は相互に似ている。

表1　タミル文字・マラヤーラム文字・カンナダ文字の母音（独立形）

 
             

             
             

表２　タミル文字・マラヤーラム文字・カンナダ文字の音節（カ行）

 
          

           
         

 

南部ドラヴィダ語族の文字では，子音記号に母音記号を付加するだけではなく，特定の
母音においては，形そのものが変化する場合がある。マラヤーラム文字が規則的なのに対
して，タミル文字にその傾向が甚だしく，母音の「ウ：u」段の音を主体にして文字字体の
変化が見受けられる。カンナダ文字の場合は更に複雑で，各子音と各母音記号の組み合わ
せで，細かな字形の変化があり，すべての規則を憶えるのは難しい。

表３　タミル文字におけるウ段の変化

表４はタミル文字・マラヤーラム文字・カンナダ文字の子音の文字を記したものである。
子音については，日本人が区別しない音があるのでわかりにくいが，翻字にhがついてい
るものは，有気音で，日本語の促音が激しくなったものとも考えられる。また，下にドット
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がついている翻字は，反り舌音になっている。ただし，ṣと ḷは，摩擦音になっている。ṅは
軟口蓋鼻音（「オンガク」の「ン」の音）で，ñは硬口蓋鼻音（「ニャ・ニュ・ニョ」で用いる音）
である。ṟと ḻは，それぞれ，反り舌弾き音と反り舌接近音である。実際に話者に発音して
もらったが，rやlのアルファベットがついた音については聞き分けがほとんどできなかっ
た。また，これらの音の中にはdとrの子音との中間のように聞こえる音もあった。ṣやś
の子音は，日本語では「シュ」の子音に近いと考えて良い。

表４　タミル文字・マラヤーラム文字・カンナダ文字の子音

表４からもわかる通り，マラヤーラム語とカンナダ語は，北インドのヒンディー語の影
響を受けているために，ヒンディー語の子音を表わすための文字が用意されている。なお，
ここには掲載されていないが，その影響を受けた二重子音を表わすための文字の変形が各



─131─

子音に用意されている。異端はタミル語の方で，それらの子音を表わす文字が用意されて
いない。また，他の２つの文字にはない独自の子音を表わす文字が用意されている。加え
て，他の２つの文字にあるような二重子音を表わすための文字の変形はない。

本稿で作成する辞書では，子音の翻字としては，一般に用いられているものと，国際音
声字母を用意するものとした。なお，３つの言語には，それぞれ他にも字の綴りに関する
細かな規則があるが，本稿では分量的に割愛する。

３．学習辞書としての構成について

辞書としては，検索が可能なドラヴィダ諸語語源辞典［1］のオンライン版の他に，歴史的
なタミル語の辞書［10］，マラヤーラム語の辞書［11, 12］およびカンナダ語の辞書［13］が，インター
ネット・アーカイブ上でも公開されている。しかしながら，一般販売されている辞書で，
ドラヴィダ諸語として統一されているものは，Collinsのシリーズ以外にない状況になっ
ている。そこで，語彙の選定は，CollinsのMy First English-English-Tamil / Malayalam / 
Telugu / Kannada Dictionary［14, 15, 16, 17］の英語で書かれている辞書項目で統一し，それに
各言語について，いろいろな参考書に出ている項目を付加する形にした。2013年に現地に
赴いて，話者に単語の発音を録音したときには，各参考書の項目で録音したために，それ
ぞれの単語について発音が付加されていないものもある。単語の数としては，現在のとこ
ろ各言語で3,000語ぐらいになっている。

単語の録音のときに用いた，袋井のタミル語の教科書［18］の単語については，口語タミル
語の綴りで書かれているものがいくつかあり，現地の話者によって，文語の方に修正され
た。テルグ語を除く，タミル語，マラヤーラム語，カンナダ語の南ドラヴィダ語族の主要３
言語について，それぞれの音節の発音についての録音，そのときの手持ちの辞書を用いた
録音を利用して，必要な音節や単語では話者の音を聴けるように工夫した。また，同じ音
節や単語について，複数の話者で録音したものについては，各単語で話者を選べるように
する予定である。

辞書の単語の項目は，基本的には以下のような形で構成されている。単語検索では，こ
れらのいずれの項目においても部分一致で検索できるように実装する。複数の項目に入力
された場合は，すべての項目に該当するものだけを検索する。

・項目の識別子
・項目のタイトル（各言語の文字，拡張ローマ字による翻字）
・文字の読み方（国際音声字母，日本語のカナ，話者の録音）
・単語の品詞
・単語の意味
・単語の分類リスト
・単語を用いた熟語

単語の分類リストについては，その単語のもつ意味領域を複数持てるようにした。単語
の分類は，シソーラス（thesaurus）や用語の木（word tree）の中で行なっているようなグ
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ループ分けであり，日本語類義語辞典［19, 20］で定義されている十進分類方式による「語彙分
類体系表」に基づいた。加えて，単語が抽象的な概念を表わすものではない具象的な意味
を持つ場合，日常生活のどのような場面で用いられるのかについても，分類できるものは
分類した。

また，単語からは，次のようなリンク（他の単語項目や説明文・例文の識別子で記述する）
を出すようにして，必要なものはリンク先からデータを引いてきて，その項目の併せて表
示するようにしている。

・各字音の構成へのリンク
・その単語を用いた挨拶などの基本的なフレーズへのリンク
・基本的な文法規則へのリンク
・名詞・代名詞の場合，それぞれの格へのリンク
・動詞の場合，時制による活用形や格変化へのリンク
・文法規則の詳細へのリンク
・反対語へのリンク
・上位概念（分類リストによる）に属する基本語彙（類義語）へのリンク

これらのリンクを用いると単語間は複雑なネットワーク構造を形成するが，このリンク
のいくつかを利用すれば，以下のような単語リストのビューを考えることができる。

・一定の文字で始まる単語リストのビュー
・各品詞のすべての単語リストのビュー
・日常生活の各場面で用いる単語リストのビュー
・分類リストによって分類された１つの分類に属する単語リストのビュー
・１つの単語について，それぞれの言語での単語リストのビュー

これらのビューはまだ実装していないが，これから実装をする予定にしている。また，
ビューの他に，単語の定着率を高めるためのドリル的なものを用意する予定である。たと
えば，１週間の各曜日は，どれにあたるなどを選択させるものや，数の標記などを選択さ
せるようなものなどが考えられる。話者の音声と共に解答が提示されれば，学習効果は上
がるものと推測される。

４．実装について

学習辞書のWebサイトは，どのプラットフォームのWebブラウザでも表示が行なえる
ように，JavaScript言語，HTMLおよびCSS（Cascade Style Sheet）だけを用いて開発を
行なった。そのため，閲覧者のコンピュータでは，タミル文字・マラヤーラム文字・カン
ナダ文字のUnicodeのフォントがインストールされていることを前提としている。
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図４　Webサイトのホームページ

辞書のデータについては，以前ラテン語のときに行なったように，XMLで記述し，Web
ページに付加されているJavaScriptでそのデータを読むようにした。実装したものは，学
内に立てた個人サーバーにおいて，以下のURLにおいて公開する予定にしている。

http://marine.pi.cuc.ac.jp/dictionary/dravidian

５．終わりに

辞書の編纂には長い時間が掛かる。この研究に取り組み始めてから，報告するまでには
長い時間を要している。それでもWebで公開するものは，未完成であるし，これからも時
間を掛けて取り組む必要がある。個人的な興味は，書字（scripting system）にあり，図３で
示した文字の系譜，言語の書記としての文字を中心にこれからも南インドの言語・文字に
対しての研究を続ける予定である。特に日本人にとっては，インドの母音と日本語の５つ
の母音が共通であること，インドの母音記号は長音を明確に区別して記述されることなど
を考えると，西洋のアルファベットや子音中心のアラビア系の文字に比べれば馴染みやす
いのではないか。この研究が日印の文化的な交流の一助になることがあれば幸いである。
今回は，Webページでの実装にしたが，これをiPhoneやAndroid用のアプリケーションと
して実装しなおすことも予定している。Webページよりも，スマートフォンのアプリケー
ションの方が，ローカルに使用することもできるし，ユーザに馴染みやすいと考えられる。
特に，ドリル的な内容を入れる場合には，アプリケーションの方が受け入れられやすいの
ではないかと考えている。最後に，この研究は，2011年～ 2013年の期間，日本学術振興会
の科学研究費の助成を受けた（課題番号：23520697）。助成に関して謝辞を申し上げる。
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また，録音について，シンガポールでのタミル語の話者の手配をして下さったシンガ
ポール国立大学のSUBRAMANIAN THINNAPPAN教授，および南インドにおいてタミ
ル語・マラヤーラム語・カンナダ語の話者を手配して下さったパラダイスツアーに謝辞を
申し上げる。
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〔抄　録〕

ドラヴィダ諸語の中で，南部ドラヴィダ語族に属するタミル語・マラヤーラム語・カン
ナダ語に関しての比較も行なえる形で，学習辞書のWebサイトを作成した。このWebサ
イトの中では，それぞれの言語の単語を検索できる他，日本語から各言語の単語に翻訳す
ることも可能になっている。また，基本的な語彙についての問題出題もできるようなペー
ジも用意した。このWebサイトは，どのプラットフォームのWebブラウザでも表示が行
なえるように，JavaScript言語，HTMLおよびCSSだけを用いて開発を行なった。この研
究ノートでは，その概要とともに辞書編纂の途中で問題になってきた項目について考察す
る。この研究は，2011年～2013年の期間，日本学術振興会の科学研究費の助成を受けた（課
題番号：23520697）。


